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小学生の頃、食卓で「いただきます」というとき、その言葉の深い意味を考えるこ

とはほとんどありませんでした。食事はおなかを満たす日常の一コマで、食材の背景

や物語に思いを巡らせることはありませんでした。しかし、『いのちをいただく』とい

う絵本と出会い、私の心は静かに動きました。この本は、「命と食」をテーマに講演を

行う坂本義喜さんの体験談を基にした絵本です。子牛の「みぃちゃん」が愛らしく生

きる姿や、その命が食卓に並ぶまでの過程を知り、肉や魚が生きていた命だと初めて

実感して、子どもながらに命を大切にする心が育ち、農家さんや漁師さんの努力に感

謝する気持ちが根付きました。 

 ゼミでは、八尾若ごぼうの農家さんを訪ね、江戸時代から続く伝統野菜の若ごぼう

を栽培する農家さんの笑顔に心が温まりました。しかし、少子高齢化により、若ごぼ

うの栽培から出荷までの技術の継承が難しいということを知りました。しかし、農家

さんの伝統への誇りを愛情に触れ、食材一つ一つに物語がある事を実感しました。 

この経験から、地産地消や SDGs への関心が芽生えました。今では休日に地元の直売

所を訪れ、収穫したてや、形は不揃いでも野菜本来の美味しさを感じられる野菜を買

います。漁港でキラキラ輝く魚介類を買います。『いのちをいただく』は、忙しい現代

社会で忘れがちな食べ物の背景を思い出させてくれます。インスタ映えを求める世の

中で、見た目ばかりが注目されますが、この物語は命を頂くことの大切さや、持続可

能な食の在り方を考えるきっかけを教えてくれました。生き物は他の命を頂いて生き、

その命は次の命へと繋がります。この自然の流れを受け入れると、生きることへの温

かいきもちが生まれます。炊きたてのご飯をみると、食卓が愛おしい時間になります。

地産地消を意識することで、地域の環境や経済にも貢献できると気づきました。 

 


